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町長施政方針 

 

█ はじめに 

本日ここに、令和５年度当初予算をはじめ関連諸議案を提案し、

ご審議いただくにあたり、新年度における町政運営の基本方針と主

な施策の概要を申し上げ、議員各位ならびに町民の皆さまのご理解

とご協力を賜りたいと存じます。 

 

最初に、２月６日トルコ南東部のシリアとの国境付近を震源とす

るマグニチュード７．８の地震とその余震により、トルコ及びシリ

アの両国では１，７００以上のビルが倒壊し、多数の死傷者が報告

されております。犠牲となられた皆さまに謹んで哀悼の意を表しま

すとともに、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。 

 

次に、ロシアによるウクライナ侵攻は本年２月２４日で１年とな

りました。いまだ軍事侵攻をやめず、多くの人が犠牲になるという

由々しき事態は、世界経済にも大きな影響を与えております。いか

にして戦争を終結させるか、人命を守ること、平和の大切さを訴え

続けなければならないと存じます。 

また、１月にはウクライナ人道支援として、「広陵町あったかくつ

した寄附プロジェクト」を実施いたしました。このプロジェクトは、
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ウクライナにおいて暖房等の供給不足が続き、衣服等の生活必需品

の必要性が非常に高いことを心配し、本町において、広く靴下の寄

附を募り、物的支援を行おうという提案を承って実施いたしました。 

広く町民の皆さまに呼びかけたところ、戦争により困窮している

方々の生活の一助になればと驚くほど多くの皆さまの賛同をいただ

きました。一日も早く平和を取り戻していただきたいと願わずには

おられません。 

 

また、新型コロナウイルス感染症の蔓延により、ここ数年間は様々

な制約に苦しめられてまいりましたが、ようやく対処の仕方が見え

てきたこともあり、暮らしに明るさが見え始めております。昨年は、

町の諸行事も工夫しながら実施することができ、少しずつ活気が戻

ってきたように存じます。今年度も継続して、更に活気あふれるま

ちをめざしたいと考えております。 

 

さて、令和４年度から「第５次広陵町総合計画」がスタートいた

しました。基本構想に掲げました７つの基本目標の実現に向け実施

して参ります各施策及び事務事業をしっかりと効果検証し、費用対

効果を向上させる必要があると益々感じているところであります。 

本町はこれまで、町内外から「住み続けたい町」として一定の評

価をいただき、人口約３万５千人を維持して参りましたが、近い将



 - 3 - 

来において、本格的な人口減少に直面することから、職員の意識改

革や民間事業者並びに多様な団体との連携によるまちづくりを実践

し、限りある資源を有効に活用することで、さらに住みよいまちを

めざして参ります。 

 また、あと２年で広陵町施行７０周年になります。多くの人々に

よって刻まれてきた町の歴史を大切にし、後世に伝えながら、まち

の未来をさらに輝かしいものとするために、総合計画のキャッチフ

レーズ「be Happy」～未来につながるまち 広陵～の実現に向けて、

職員と一丸となって取り組んで参ります。 

 

 

█ 予算編成の概要 

それでは、令和５年度の予算編成概要について、ご説明申し上げ

ます。 

一般会計の予算規模は、１３４億５千万円で、前年度から３千万

円、対前年度比で０.２％減となりました。 

歳入では、町税を４１億９千２９７万円で、対前年度比１.５％増、

地方消費税交付金を７億３千１６９万円で、対前年度比１０.５％増

を見込んでおります。また、国からの普通交付税を２８億５千万円

で、対前年度比８．４％増、国庫支出金を１９億４千９３１万円で、

対前年度比１３．０％減を見込んでおります。なお、臨時財政対策
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債を除く町債は、９億６千１１０万円で、対前年度比１６.３％増を

見込んでおります。 

一方、歳出では、人件費を２４億３千６１３万円で、対前年度比

０.６％増、介護給付費などの扶助費を３０億７千８１万円で、対前

年度比３.９％増、普通建設事業費を１６億９千１９８万円で、対前

年度比１２.２％増で計上いたしました。 

令和５年度の予算編成に当たりましては、財政構造の弾力性を示

す指標である経常収支比率は、令和３年度決算において普通交付税

の増額等により９１.５％と、前年度より３.０ポイント回復したも

のの、依然として高い水準で推移しております。今後もごみ処理関

係施設等の整備事業により、将来にわたり多額の債務を抱えること

が見込まれることから、経常経費については削減に努めるとともに、

主要事業を精査いたしましたが、なお不足する財源３億４千３０６

万円につきましては、財政調整基金を取り崩しての編成となってお

ります。 

 

次に、国民健康保険をはじめとする５つの特別会計の予算額は、

総額で７２億５千５８万円、前年度から１億３千８８６万円、対前

年度比で１.９％の減となっております。 

国民健康保険特別会計では、県単位化が図られ、県が示す納付金

額を保険税に求めることとなり、令和６年度の保険税の県内統一に
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向けてすすめております。今年度は、段階的な改正を行い急激な負

担が生じないよう、財政調整基金３千４６２万円を取り崩しての編

成となっております。 

後期高齢者医療特別会計では、奈良県後期高齢者医療広域連合と

の連携を密にするとともに、高齢者の保健事業と介護予防の一体的

な実施を進め、健康寿命の延伸に取り組んで参ります。 

 

介護保険特別会計では、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続け

るための地域包括ケアシステムの深化・推進をはじめ、多様なニー

ズに対応した介護保険サービスの充実化や、地域住民一人ひとりの

暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会」の実

現に向けて取り組んで参ります。サービス利用の動向を見据えなが

ら、令和６年度からの第９期介護保険事業計画の策定についても進

めて参ります。 

 

墓地事業特別会計では、町営石塚霊園内において、これまで１,１

９４区画の一般墓地を整備して参りました。しかしながら近年は、

将来における墓地の管理、承継に不安を抱く方が増えていることか

ら、令和元年度に合葬墓の整備を行いましたところ、現在までに、

生前予約を含めて６３件のお申し込みを受けており、４２柱の納骨

をされておられます。今後さらに少子高齢化が進むことに伴い、合
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葬墓を希望される方が増えることが予想されており、引き続き多様

化する町民ニーズに応えて参りたいと存じます。 

 

 また、水道事業及び下水道事業の公営企業会計の予算は、水道事

業につきましては、収益的収入が９億１千７６５万円で、対前年度

比４．７％増、収益的支出が８億９千９２１万円で対前年度比４％

の増となっております。老朽管路の計画的な更新として、引き続き、

災害時の避難所への安定給水のため、避難所までの重要給水管路の

耐震管への更新を進めて参ります。 

 下水道事業につきましては、収益的収入が１１億７千１４９万円

で対前年度比１．６％の減、収益的支出が１０億４千４０万円で、

対前年度比５．３％の減となっております。下水道の普及率は９８．

５％で、ほとんどの家庭で利用可能となっておりますが、老朽管路

の不具合が顕在化していることから、ストックマネジメント計画に

基づき、問題のある下水道管を計画的に修復する管更生工事を進め

て参ります。 

 

█ 基本方針と主な施策の概要 

さて、昨年１２月に政府が閣議決定した「令和５年度の経済見通

しと経済財政運営の基本的態度」によれば、「令和５年度の実質 GDP

成長率は１.５％程度、名目 GDP 成長率は２.１％程度と民間需要が
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けん引する成長が見込まれる。（中略）ただし、引き続き、海外景気

の下振れが我が国の景気を下押しするリスク、物価上昇や供給面で

の制約、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要がある。」

と言及されております。 

新型コロナウイルス感染症やロシアのウクライナ侵攻による、物

価及び燃料高騰には引き続き注意を払いつつ、町民の皆さまの暮ら

しを守るため、第５次広陵町総合計画に掲げるまちの将来像の実現

に向け、各施策に取り組んで参ります。 

令和５年度の重点施策につきましては、私が本町のまちづくりと

して掲げております３つの重点項目に沿って、その概要を申し上げ

ます。 

 

重点項目の１つ目『豊かな町』の実現について申し上げます。 

町民皆さまの暮らしの豊かさに直結する事業として、適切なゴミ

処理やインフラ整備が挙げられますが、ゴミ処理につきましては、 

クリーンセンター操業期間満了により昨年から近隣市町、民間施設

での処理をお願いし、令和７年に完成予定の天理市での新施設完成

まで、皆さまの暮らしに影響を与えることのないよう、取り組んで

参ります。 

 また、皆様の暮らしに欠かせない水道インフラにつきましては、

人口減少に伴う給水収益の減少と施設老朽化による更新需要の増加
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という、2つの困難な課題に直面しており、奈良県営水道と関係市町

村が連携し、施設の統廃合や経営基盤の強化を図ることが必要であ

ります。 

 本年２月に奈良県広域水道企業団の設立に向けた基本協定を締結

しており、今議会においてご審議のうえご可決をお願いし、４月に

発足予定の法定協議会において、令和７年の経営統合に向けた諸問

題につきまして、具体的な検討が進められます。町といたしまして、

住民サービスの充実強化を図る取り組みを進めるとともに、引き続

き詳細を議会並びに町民の皆さまへ報告させていただく所存であり

ます。 

 優良企業の誘致による地域活性化の取り組みでは、箸尾準工業地

域で進めております工場用地造成事業につきましては、昨年から地

区内の道路工事に着手しており、令和５年度から本格的な造成工事

を進め年度内の竣工を図り、令和６年度には、完成工場用地を進出

企業に分譲し工場建設が進められるよう取り組んで参ります。 

また、中和幹線沿線の大塚地区では、昨年までに企業へのサウン

ディング調査により複数の立地希望を確認しており、令和５年度は

企業の要望を踏まえた道路基本設計を実施し、次年度以降の各企業

への具体的な土地利用の提案に繋げて参ります。 

 

さらに、SDGs 未来都市に選定されている本町は、地球温暖化に繋
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がる二酸化炭素の排出が少ない暮らしの実現に向けて公共施設の省

エネルギー改修に取り組んでおり、令和５年には、はしお元気村、

小学校、中学校及び図書館の空調機器や照明機器の更新などの、省

エネルギー改修を予定しております。 

今後もSDGsやカーボンニュートラルの実現に向け、町民の皆さま、

議会及び行政が意見を出し合いながら、行動に繋げていく所存でご

ざいます。 

 

次に、重点項目の２つ目『安全な町』の実現について申し上げま

す。 

南海トラフ沿いを震源域として、今後３０年以内にマグニチュー

ド８以上の巨大地震が発生する確率は、７０％から８０％とされて

おります。 

「災害は忘れた頃にやってくる」今一度この言葉を胸に、すべて

の町民の皆さまに日頃からの備えをお願いして参ります。 

 木造家屋の密集する町道において建替時のセットバックによる道

路拡幅を計画的に１００年継続することで、防災機能を持つ基幹生

活道路の整備を図る「防災１００年計画」につきまして、昨年、モ

デル地区としてお声がけをいたしました疋相区及び大垣内区では、

計画の主旨に賛同が得られましたので、令和５年度は計画策定のた

めの測量調査を実施して参ります。 
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また、洪水時に本川への合流点付近の低地部で内水氾濫による被

害が頻発する、広瀬川、古寺川、馬見川では、氾濫水を貯留し被害

を軽減する調整池の整備を進めており、令和４年度から工事に着手

しております。古寺川は令和６年度の完成をめざすとともに、他２

河川についても早期完成に向けて工事を推進して参ります。  

 また、令和 4 年度は高齢者が行方不明者となり捜索を行うという

事案が複数発生いたしました。予防及び早期発見に繋げられること

をめざし、今後は、ICTを活用した見守り活動に取り組んで参ります。 

 この取り組みは、高齢者のみならず子どもの防犯対策としても有

効であると考えておりますので、令和５年度は、実験的に小学校低

学年を対象として実施し、将来的な本格稼働に向けて課題及び意見

抽出を行いたいと存じます。 

 

コミュニティバス「広陵元気号」につきましては、新型コロナウ

イルスの影響による社会変容、移動ニーズの多様化により、利用者

が減少しております。令和３年度に策定いたしました、本町の公共

交通施策のマスタープランとなる「広陵町地域公共交通計画」に基

づき、令和５年度から新たな公共交通として、予約に応じた運行を

行う「自家用有償旅客運送」の導入を予定しております。既存の路

線バス、広陵元気号を含む公共交通ネットワークを構築し、持続可

能な公共交通の実現をめざしてまいります。 
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次に、重点項目の３つ目『元気な町』の実現について申し上げま

す。 

就学前の多様化する、教育・保育需要への対応といたしまして、

西校区においては、学校法人冬木学園運営の「畿央大学付属広陵こ

ども園」が令和５年４月に開園いたします。 

令和５年度は、令和５年３月に策定しました「子ども支援施設整

備基本計画」に基づき、東校区における認定こども園の開園に向け、

具体的に進めて参るとともに、真美ヶ丘地区につきましても検討を

進めて参ります。 

 

新型コロナウイルス感染拡大の長期化により、外出自粛等、人と

の接触を避けてきたことから心身が弱体化する傾向にあります。こ

れは、高齢者だけに限らず、子ども達にも、その影響は及んでおり、

その対策といたしまして、「広陵元気塾」や KEEP による介護予防教

室を実施して参りましたが、令和４年から、プロサッカークラブの

大分トリニータと協力して、骨折ゼロのまちをめざして取り組んで

おります。 

プロクラブの知名度やノウハウを活かして、高齢者や子どもも積

極的に参加できるような事業を実施し、さらに元気なまちとして、

発信して参ります。 
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子育て関連では、昨年から、子ども医療費助成対象の上限年齢を

１８歳までに拡充いたしました。また、給食材料の高騰を受け、保

護者の皆さまにご負担いただいている給食費の引き上げを本年から

実施いたしますが、令和５年度におきましては、引き上げ分の補填

を行う補助事業を実施し、効果的かつ適切に実施して参りたいと存

じます。 

また、令和４年４月に、妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ

目のない支援を提供するため、「子育て家庭総合相談センター」を開

設し、令和５年３月からは、相談支援の充実を図るとともに、経済

的支援を一体で行う「出産・子育て応援給付金事業」を開始いたし

ました。 

令和５年度におきましては、引き続き切れ目のない支援を提供す

るとともに、令和５年４月に発足する国の「こども家庭庁」による、

こども政策の動向を見据えながら、本町として特色ある子育て施策

を実施して参ります。 

今後も、子ども・子育て世帯に寄り添い、明るい子どもの声が響

く「元気な町」を体現して参ります。 

 

█ むすびに 

以上を、令和５年度における町政運営の基本方針と主な施策の概
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要とさせていただきます。なお、当初予算及び関連諸議案につきま

しては、予算書及び関係資料をもとに、それぞれ担当職員が説明い

たしますので、よろしくご審議のうえ、ご可決賜りますようお願い

申し上げます。 

 

ごみ処理をはじめ、防災、福祉、教育、どの施策をとりましても

事業を推進、改善して参るには町民の皆さまとの対話が不可欠です。

自治基本条例の理念にある「参画と協働」、これは人と人とのつなが

りがなければできるものではございません。 

 江戸時代初期の儒学者で没後に近江の国の聖人と讃えられている、

中江藤樹の「五事を正す」という教えがございます。貌言視聴思（ぼ

うげんしちょうし）を心がけていただくと、他人を思いやる心が出

てくるということであります。 

・貌（ぼう）は、顔立ちなどを表す言葉で和やかな顔つきで人と接

すること 

・言（げん）は、言葉のことで温かく思いやりのある言葉で話しか

けること 

・視（し）は、目のことで温かい眼差しで人を見、物を見ること 

・聴（ちょう）は、聞くことで相手の話に心を傾けてよく聞くこと 

・思（し）は、思うということで真心を込めて相手のことを思うこ

と 



 - 14 - 

 貌言視聴思（ぼうげんしちょうし）は、日常業務に生かしていく

ことにより、人として信頼され、ひいては住みやすい世の中になっ

ていくと説かれております。 

 

これは、まちづくりにも通じるものがあり、町民の皆さまとの対

話を積極的に行い、関係性を大事にすることや、地域間のコミュニ

ティを大事にすることが、あたたかな政策を育み、あたたかなまち

へと発展させることができると信じております。 

これからも、町民の皆さまに信頼していただけるよう、あたたか

な政策を展開し、広陵町をさらにより良いまちへと発展させるため

に尽力して参りたいと存じます。 

 議員各位ならびに町民の皆さまのご理解とご協力を心からお願い

申し上げ、令和５年度の町政に臨む、私の施政方針といたします。 
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教育長施政方針 

  

「教育は国家百年の大計」と言われ、人材育成こそが国家の要で

あり、また長期的視点で人を育てることの大切さを説いた名言とし

て知られています。教育というものは目先のことだけを考えるので

はなく、目に見えないほど遠くにある目標をしっかり見すえて行わ

なければならないと思います。 

 昨年、広陵町教育大綱を５年ぶりに見直し、その教育理念に「輝

く未来のために ともに学び つながり合う いい人づくり」とし

ました。 

 広陵町に生を受け、育ちゆく子どもたちに対して、その教育理念

の実現を目指す「望む人間像」を３つの基本方針として設定しまし

た。１つ目は「輝く未来のために、様々な情報の中から何が必要か

を主体的に判断し、自らの課題の解決をめざし、他者と協働しなが

ら新たな価値を創造する中で、自信をもって生き抜くことができる

人」であり、２つ目は「多様な人々との関わりの中で共感し、人間

性豊かな感性、創造性を発揮し、自らの可能性を高めながら、より

よい人生、よりよい社会を創造することができる人」、そして３つ目

は「生涯にわたって質の高い学びを続け、夢と希望と志をもって人

とのつながりを大切に、郷土を愛する心をはぐくむとともに互いに

助け合い健やかに暮らすことができる人」という３つの「人づくり」
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です。 

 広陵町で生まれ育ちゆく子どもたちは、０歳から１８歳までは広

陵町に在住していると思います。彼らの保育や教育については一気

通貫的に、０歳からの子育て支援とともに、保育園、幼稚園、こど

も園での就学前教育、そして小学校、中学校、高等学校での学校教

育によって「人づくり」を担っています。特に、就学前教育や学校

教育での「郷土を愛する心」の育成によって、１８歳を過ぎてから

一旦、広陵町を離れたとしてもいずれは「培われた郷土愛」により

「やっぱり広陵町は住みやすくていい町だ」と戻ってきてもらえる

心情もはぐくみたいと思っています。さらには、学校教育を終えた

後の生涯学習として、スポーツ活動や図書館活動、文化財保存と活

用においても、地域との絆・つながりを大切にしながら、町民の皆

さまと共に施策を進めたいと思います。 

 

それでは、具体的な取組について順次説明させていただきます。 

まずは、特別支援教育及び通級指導教室の推進と充実に加えて、

令和５年度新たに主要事業に位置づけたものとして、教員、児童及

び生徒の支援について、学校で起こるいじめや保護者とのトラブル

等を法的に解決する弁護士によるスクールロイヤー制度を導入いた

します。 

奈良弁護士会との調整により、学校がすぐに相談できる即時性と
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正しい初動対応が可能となり、問題の重度化防止につながります。 

何よりも、これらの環境整備は教員の安心感となり、負担軽減の

みならず、最終の目的は業務の資質向上をめざすものであります。 

次に、インクルーシブ教育推進事業の実施であります。 

インクルーシブの定義は、すべてを包括する、包み込む、様々な

違いを認め合うことで、端的には「仲間はずれにしない、みんな一

緒に」という意味合いになります。 

具体的な実施内容は、民間福祉事業者を活用し、特別支援教育関

係の指導水準向上のために、作業療法士等の専門職が学校訪問によ

って学習の後方支援を行うものであります。 

令和５年度はモデル校を選定して試験的な実施を予定しておりま

す。 

また、幼稚園・こども園におきましては、長期休業時の預かり保

育をはじめとして、引き続き子ども子育て支援に努めるとともに、

保育園・幼稚園・こども園と小学校がより連携を深め、新しい環境

へスムーズに移行できるよう、「広陵町架け橋プログラム推進委員会

（仮称）」を設置し、幼保こ小連携とともにこれまでにも増して就学

前教育の充実に努めてまいります。 

 

次に、施設整備関係ですが、小中学校の照明を民間事業者のノウ

ハウを活用するＥＳＣＯ事業によりＬＥＤ化へ更新します。これに
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より普通教室や特別教室、体育館の照明等学校敷地内の全ての照明

がＬＥＤ化となる予定をしております。 

学習環境面につきましては、ＧＩＧＡスクール構想を円滑かつ本

格的に推進するため、令和４年度に引き続きＩＣＴ支援員を配置す

るとともに、教職員研修会の実施、オンライン授業等での効率的な

活用などを進めてまいります。 

ＩＣＴ教育の推進に関連して、教職員の校務支援につきましては、

奈良県で統一した統合型校務支援システムを令和４年度に導入、令

和５年度から本格稼働いたします。これにより、指導要録等必要書

類が統一され、児童生徒の各種データ管理を行える機能も有してい

ることから、より一層の教職員の働き方改革の一助にしたいと考え

ております。 

 

次に、生涯学習分野におきましては、令和４年度に策定しました「広陵

町の文化芸術推進基本計画」の取組を本格的にスタートさせます。文化

を享受することは、全ての人の権利とする「人権としての文化権」を基本

に、町民主体の文化芸術活動を一層活性化するとともに、多方面の主体

と連携・協働することにより、誰もが文化芸術に触れ、心豊かで活力あふ

れる町民主体の文化芸術を推進いたします。また、社会課題の解決や

社会包摂に対応するため、町民主体の学習活動を一層促進してまいりま

す。 
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青少年健全育成の取組といたしましては、関係団体、学校、地域、家

庭が一丸となり、青少年を取り巻く今日的課題を分析し、青少年犯罪の

未然防止のために、社会環境の変化に即した取組の展開に努めてまい

ります。 

人権教育につきましては、今年、広陵町人権教育推進協議会が設立

５０周年を迎えます。今なお多くの人権問題が存在し、その内容は多様

化・複雑化しております。人権教育の基本である「差別の現実に深く学

ぶ」に立ち返り、あらゆる人権問題に光を当て、奈良県や北葛城郡の人

権教育推進連絡協議会と連携しながら、人権を尊重し、あらゆる差別を

許さない精神と行動を根付かせるよう、人権教育を進めてまいります。 

 

次に、中央公民館といたしましては、施設の適正管理と有効活用

を進めながら、各世代の学習ニーズに即した特色ある講座・教室の

開催や指導者の育成、関係団体の育成など、町民主体の学習活動を

一層促進するとともに、誰もが文化芸術に触れ、連携・協働するこ

とで、心豊かで活力あふれる町民主体の文化芸術の振興を推進して

まいります。 

続いて、社会体育におきましては、本町スポーツ協会が実施する

さまざまな事業に加え、地域住民が自主的な運営を目指す総合型地

域スポーツクラブ「一般社団法人 広陵ステーションプラス１クラ

ブ」について、施設利用に関する支援をさらに発展することができ



 - 20 - 

るよう、会員増加に向けた魅力あるプログラムの開発について支援

を行い、町民の幅広い健康づくりのための取り組みとなるよう配慮

してまいります。 

令和４年度は、これまでの町民体育祭の実施形態を変更し「広陵

町スポーツフェスティバル」として開催いたしました。近年のスポ

ーツを取り巻く生活環境の変化を踏まえ、一人でも多くの町民がそ

れぞれのライフスタイルに応じたスポーツ活動を楽しむことができ、

日々の暮らしの中に定着させることができる新たな環境づくりとさ

まざまなスポーツ活動の普及促進に努めてまいります。 

町内体育施設の管理体制といたしましては、公共施設の長寿命化

計画等に基づき、施設の安全性の確保や利用促進を見据えた適正な

維持管理・改修等に努めるとともに、防災拠点としての環境整備事

業の継続を推進しながら、管理運営体制の充実を進め、有効活用を

図ってまいります。 

また、体育施設の使用料につきましては、協議、検討を重ねた結

果、令和５年度から使用料の改定を行うこととなるため、町民の皆

様に幅広く周知を行い、丁寧な説明と対応に努めてまいりたいと考

えます。 

 

次に図書館でございます。 

昨年開館２５周年の節目を迎えましたが、引き続き、「いつでも
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どこでも誰でも」という図書館の基本理念を果たす事を第一義とし

て、もっと身近に使いやすい図書館であるよう、読書環境の整備に

努めてまいります。 

図書館以外の場所にも本のあるスペースが身近にあり、本があふ

れる「まちじゅう図書館」事業を実施し、町民の方が身近に本を読

める場所づくりを進めたいと考えております。 

学校図書館とのデータ連携を一部開始したところですが、今後、

町内全小・中学校図書館と連携し、読書環境を充実します。将来的

には、地域住民の方に学校図書館で町立図書館の本を借りていただ

けるしくみを作ってまいります。 

なお、電子図書についても、学校での学習活動への支援に加え、

雑誌の電子データへの移行や、図書データの充実、利用方法の周知

徹底により、非来館者や幅広い年代の方に向けて利用を促進してま

いります。 

施設の管理におきましては、民間事業者の協力を仰ぎながら、読

書環境に適した施設管理に努めます。さらに施設を利用して、地域

住民の交流の場として活用できるイベントなどの開催にも力を注い

でまいります。 

「本を読む」ことは学力の基礎であり、読書習慣をつけることは

生きていく上で大切な力を育みます。赤ちゃんからお年寄りまで、

生涯をとおしてどんなライフシーンにも読書環境が身近にあるよ
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う、図書館の貴重な資源である本と人、建物、それぞれのレベルア

ップに努め、利用しやすい図書館づくりに努めてまいります。 

次に文化財関連でありますが、保存・保護と利活用の両側面から取り

組み、所蔵する埴輪等の３次元画像公開に続き、幅広い人に関心を持

っていただけるよう、広陵町文化財ガイドの協力を得ながら積極的に情

報発信を進めてまいります。 

 

 また、広陵古文化会には、多くの会員によって町の貴重な文化財を守

っていただいており、今後も協働による文化財の保護・啓発に取り組ん

でまいります。 

 次に、大字所有の「だんじり」の修理、祭礼の記録保存や継承につきま

しては、文化庁の文化遺産総合活用推進事業を活用して行っておりま

す。経年で５大字に実施いただいており、令和５年度は大塚を予定して

おります。また、令和６年度以降も順次促進いたします。 

 

 特別史跡巣山古墳の整備事業は、引き続き調査及び史跡整備を進め、

重要な歴史資源であるとともに、広陵町の魅力を形作る資源と捉えて、

外堤を一巡できるよう、周遊道路の整備を進めてまいります。 

 その他、民間開発や公共事業に伴う発掘調査についても、適切に対処

いたします。 
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最後に、学校給食でございますが、安全・安心かつ栄養面に配慮

した美味しい給食を提供いたします。 

また、食育に関する指導を積み重ねることで生涯をとおして望ま

しい食習慣を身につけさせることを目標に取り組んでいます。 

参考までに令和４年度には、地産地消の観点から中学校では、昨

年度に引き続き広陵町のいちごマフィンに加え、いちごの米粉バト

ンケーキを提供しました。 

小学校では１粒ですがＬサイズの広陵町産いちごの古都華や広陵

町産冷凍いちごを使った鶏肉のいちごソースがけ、北葛城郡内相互

協力として河合町の黒豆枝豆も提供しました。 

献立面では、食育の日には、世界各国の料理や全国各地の郷土料

理を提供し、様々な食文化に触れられるよう進めてまいりました。 

また、中学校では１０月に小松菜とにんじんを使ったオーガニッ

ク給食を実施しました。その他に Googleworkspace の classroom を活

用し、日々の給食の配膳や給食づくりの様子の写真や動画を情報発信

しています。 

小学校では、家庭科の授業で考えた献立を実際の給食として提供

し食育活動へとつなげることができました。 

令和４年度から実施している広陵町小・中学校多子世帯給食費支

援金交付事業についても継続実施し、さらに令和５年度については、

給食材料費の高騰により小学校給食費を月額４，６００円に改定さ
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せていただきますが、経済支援と周知の経過措置として給食費を４，

２００円のまま据え置き、４００円を町が負担し給食を実施してま

いります。 

今後も子どもたちの健やかな成長と健康を願い、学校給食の充実

に取り組んでまいります。 

 

結びに、「子どもは地域の宝」と申します。 

町の将来や地域を担うのは、次代を生きる子どもたちであります。 

子どもたちが、主体となってそれぞれの生活の中で夢や目標を抱

き、輝く未来を手に入れることができるよう、心身ともにたくまし

く成長するために、確かな学力、豊かな心、たくましい心身の育成、

そして社会を生き抜く力を身に付けることは、家庭、学校や園そし

て地域が三位一体となって推進することが重要であります。 

 また、「教育の不易と流行」という言葉があります。 

豊かな人間性、正義感や公正さを重んじる心、自らを律しつつ、他

人と協調し、他人を思いやる心、人権を尊重する心、自然を愛する

心など、どんなに社会が変化しようとも、「時代を超えて変わらない

価値のあるもの」としての不易、Society5.0 の超スマート社会の実

現に向けたＩＣＴ教育などの「時代の変化とともに変えていく必要

があるもの」としての流行にも柔軟に対応していくことが教育に課

された課題でもあります。 
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 これまでの教員経験と教育行政、町行政に携わってきた経験を糧

にして、今後も子どもたちや町民の「いい人づくり」に向けて、「子

どもたちのために」「町民のために」を常に念頭に置きながら、保護

者や町民の皆さまからの多様なニーズに真摯に対応するとともに、

それぞれの充実と発展に全力をあげて取り組む所存でありますので、

重ねて何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

以上、教育関係の主要な事業と施策でございます。 

何卒よろしくお願い申し上げまして、私の令和５年度施政方針と

いたします。 

 

 


